
ＪＡ全農畜産生産部の研究所は、1962 年に設

立された「全購連　農業技術センター飼料研究

部」をはじまりとして、現在は、飼料・飼養管

理の研究開発を行う「飼料畜産中央研究所（中

研）」、病気の予防衛生の研究開発を行う「家畜衛

生研究所（家衛研）」、和牛受精卵移植の研究開発

を行う「ＥＴ研究所（ＥＴ研）」の3つの研究所

で構成されています。

研究・開発にあたっては、「畜産農家のために

なる研究・開発である事」が全てです。現場に

即し、現場で生きる研究・開発を行い、最終的

には畜産農家の利益につながる事が3研究所の

使命です。

沿　革

1962年 神奈川県平塚市に「全購連　農業技術センター飼料
研究部」発足

1972年 全購連・全販連が統合し全農設立。茨城県つくば市
に「飼料研究所」設立

1973年 中　研「飼料研究所」から「飼料畜産中央研究所」に
改称

1980年 中　研 畜産技術中央講習所を設置
1982年 家衛研 中研から衛生研究室を分離し、千葉県佐倉

市に「家畜衛生研究所」を設立
1987年 中　研 受精卵移植研究室を設置
1989年 家衛研 家畜クリニックの開始
1992年 家衛研 クリニックセンターを設置
1993年 中　研 豚繁殖研究室を設置
1994年 中　研 茨城県岩間町（現笠間市）に肉牛実験農場を

設置
1999年 中　研 受精卵移植研究室を改称し、北海道上士幌

町に「ＥＴセンター」を設置
2001年 ＥＴ研 中研からＥＴセンターを分離し、独立した研究

所へ
2002年 中　研 北海道訓子府町に乳肉牛研究分場を設置
2004年 中　研 北海道上士幌町に種豚開発センターを設置

家衛研 クリニックセンター東北分室、大阪分室を設
置

2007年 中　研 生物資源グループを設置
ＥＴ研 茨城県笠間市に東日本分場を設置

2009年 ＥＴ研 岩手県滝沢村に北日本分場を設置
2012年 ＥＴ研「ＥＴ研究所」へ改称
2016年 ＥＴ研 繁殖義塾研修制度の開始
2018年 家衛研 新クリニック検査棟が稼働

家衛研 クリニック体制強化のためクリニックセンタ
ー、北海道・北日本・東日本・西日本・九州分室へ機構
変更
ＥＴ研 福岡畜産生産事業所からＥＴ研究所九州分
場へ機構変更（分場体制：北日本・東日本・九州分場）

畜産生産者に貢献する研究開発を
ＪＡ全農畜産生産部研究所のご紹介

1962年に設立された「全購連　農業技術センター」
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（★）本場（北海道河東郡）／北日本分場（岩手県滝沢市）／東
日本分場（茨城県笠間市）／九州分場（福岡市）

（★）本場（茨城県つくば市）／上士幌種豚育種研究室（北海道
河東郡）／笠間乳肉牛研究室（茨城県笠間市）／笠間乳肉牛研
究室 訓子府分場（北海道常呂郡）

（★）本場（千葉県佐倉市）／クリニック北海道分室（北海道札幌
市）／クリニック北日本分室（岩手県紫波郡）／クリニック東日
本分室（東京都江東区）／クリニック西日本分室（岡山市）／ク
リニック九州分室　（福岡市）

ET研究所

飼料畜産中央研究所 家畜衛生研究所

和牛受精卵移植の研究開発

飼料・飼養管理の研究開発

病気の予防衛生

ＪＡ全農畜産生産部研究所拠点
（2020.4現在）



基礎情報

所在地／●つくば本場（企画管理課、畜産技術中央講習所、品質
管理研究室、養鶏研究室、養豚研究室、生物資源研究室） ： 茨城
県つくば市、●上士幌種豚育種研究室 ： 北海道河東郡上士幌
町、●笠間乳肉牛研究室 ： 茨城県笠間市、●笠間乳肉牛研究室 ・ 
訓子府分場 ： 北海道常呂郡訓子府町
施設面積／つくば本場 ： 約38ha、笠間乳肉牛研究室 ： 約
12ha、上士幌種豚育種研究室 （全農畜産サービス（株）より賃
借）： 約40ha
開設時期／1972年
人数／58名（2019
年5月1日現在）
特許数／14件
（2019年5月1日
現在登録件数）

畜産農家の経営と系統飼料畜産事業を
技術面から支援する研究所
飼料畜産中央研究所

研究所の目的

組織図

Central Institute for Feed & Livestock

飼料畜産中央研究所は畜産農家の経営と系統飼料
畜産事業を技術面から支えるため、系統組織の畜産
研究機関として1972年に設立されました。
主に配合飼料・優良素畜・畜産資材の商品化、飼養
管理・生産性向上技術の開発と普及、各種講習会の開
催等を行っています。
養鶏（採卵鶏、ブロイラー）では、育種改良の進んだ
鶏の能力を最大限に引き出しつつ、低コスト化を実
現する配合飼料の開発及び飼養管理技術の研究が大
きなテーマです。また、卵殻質改善資材、夏場対策資
材、鶏糞量の低減化技術の開発、付加価値鶏卵肉の開
発並びに、技術の現場普及にも取り組んでいます。
養豚では、全農が独自開発した「全農ハイコープ
SPF種豚」の育種改良や配合飼料・飼養管理技術の

研究を行い、美味しい国産豚肉を効率よく生産する
技術確立に取り組んでいます。また、糞尿処理にと
もなう悪臭や水質汚染等の環境問題改善のため、飼
料や資材の開発を行う事も重要なテーマです。
養牛では、後継者不足や長時間労働により生産基
盤が減少しています。このため搾乳ロボットやＩＣ
Ｔ機器導入が注目されています。こうした機器を活
用し労働負荷低減や生産効率改善ができる飼養管理
技術や飼料・資材の開発を重要な研究テーマの１つ
として取り組んでいます。
品質管理では、くみあい飼料会社の品質管理業務
が円滑に遂行できるよう、分析手法の開発や効率化・
平準化に取り組んでおり、あわせて研究所内の試験
サンプルを測定・評価しています。

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所

企
画
管
理
課

養
豚
研
究
室

品
質
管
理
研
究
室

上
士
幌
種
豚
育
種
研
究
室（
北
海
道
）

畜
産
技
術
中
央
講
習
所

生
物
資
源
研
究
室

養
鶏
研
究
室

笠
間
乳
肉
牛
研
究
室（
茨
城
）

訓
子
府
分
場（
北
海
道
）

Ｅ
Ｔ
研
究
所

家
畜
衛
生
研
究
所

2020年度 JA全農畜産生産部

JA全農畜産生産部　飼料畜産中央研究所



養 豚

養 鶏

企画管理

生物資源
品質管理

敷地図　飼料畜産中央研究所（つくば本場）

研究概要

１．配合飼料・生産資材（種豚・ICT機器等）・飼養管理技術
（１）養鶏関係
　①育種改良が毎年劇的に進む採卵鶏・ブロイラーの能力を引き出す配合飼料・飼養管理技術の開発
　②オンリーワンを目指した付加価値鶏卵・鶏肉の開発
（２）養豚関係
　①世界トップレベルの生産能力を持つハイコープ豚用の配合飼料・飼養管理技術の開発
　②ハイコープ豚の食味向上技術・評価技術に関する研究
（３）乳肉牛関係
　①新規代用乳や養牛用飼料原料の効率的利用技術の開発
　②搾乳ロボットやICT機器などの活用による次世代型酪農に適した配合飼料や飼養管理技術の開発
（４）種豚育種関係
　①優良海外種豚導入で、肉質・飼料効率を改良した高能力種豚作出
　②高能力種豚のうちでも上位のみを使用可能な、低濃度精子による人工授精と育種改良

２．品質管理・ゲノム技術
（１）品質管理関係
　①飼料原料のNIR（近赤外分光法）を用いた、多頻度迅速分析と最適配合設計による原料コストの削減
　②最新分析機器による飼料原料、配合飼料、畜産物の新たな評価法の開発
（２）ゲノム技術関係
　①牛や豚のゲノムから、個体の能力を正確に予測する方法を開発
　②家畜ゲノムと美味しさを関連づけるオリジナル判定方法の開発



主な機器・施設について

使用している機器 ：
高速液体クロマトグラフィー（HPLC）、ガスクロマトグラフィー
（GC）、高速アミノ酸分析計、ケルダール法窒素分析装置、
燃焼法窒素分析装置、近赤外分析計、原子吸光光度計等

飼料の品質を
分析から支える
品質管理研究室

研究の概要

品質管理研究室では、くみあい配合飼料を生産者
の方々に安心して使っていただけるように、工場で
の品質管理に必要な分析機器の検証や飼料原料・配
合飼料・畜産物の分析方法等の研究をしています。
最近は分析機器の高度化により、化学薬品を使用
しない方法や分析の迅速化、より微量な成分が測定
可能となるなどの良い面がある一方で、使用方法や
測定条件についてはデリケートさが求められ、適正
に使用しないと信頼のおける数値が得られない面も
あります。またデータの統計解析と組み合わせて使
用する機器もあり、機器単体では使用できない測定
装置も登場しています。当研究室では、これらに対
応するための研究や正しい使用方法の普及を行って
います。
また、畜種研究室が行う研究・商品開発をサポート
するため、試験に使用する飼料の成分確認や給与試
験で生産された畜産物を分析したり、新しい飼料原
料の栄養価を評価するなど、連携をして取り組んで
います。
これまでの主な研究・開発内容として、近赤外分析
による飼料原料の成分測定法の検討や、最新の蛍光
指紋法による牛血液中のレチノール（ビタミンA）の
測定法の開発などがあります。
また、工場における配合設計に必要な微量成分デ
ータ（アミノ酸やミネラルなど）について、研究室で
測定したデータをもとにしたメンテンナンスを行っ
ています。

Central Institute for Feed & Livestock

JA全農畜産生産部　飼料畜産中央研究所　品質管理研究室
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研究員の紹介　田村 祥雄（たむら　よしお）

これまでの成果について

肥育牛の血清中レチノール濃度の測定を簡便かつ
迅速化するため、蛍光分光光度計による蛍光指紋を
利用した推定方法を開発しました（2016年度　年
報掲載）。当成果は、2017年10月より家畜衛生研
究所クリニックセンターにおける検査項目に追加さ
れており、実用化しています。
<学会発表・論文投稿>
●  メタボローム解析を活用した豚肉の品質評価の検
討（2016, 日本畜産学会）
●  Diff erentiation of pork meat quality using 
GC-TOF-MS-based metabolite profiling　
（2017, Metabolomics）
●  豚肉中呈味成分の変動パターンの網羅的解析
（2018, メタボロームシンポジウム）

蛍光指紋を用いた肥育牛の血清中レチノール濃度推定の検討
（畜産学会報投稿中）

蛍光分光光度計

①研究室の特徴、強み
迅速性と高い精度を併せ持つ機器を揃えており、それを使いこ

なせる分析経験の豊富な職員がいる事です。
②現在の業務内容
　飼料と畜産物の品質に関わる成分分析及び新たな分析手法の
開発です。

③ 今後の課題と方向性
　各分析より得られる膨大なデー
タをより活用していく事が重要だ
と思います。今後は、数学的解析
をさらに活用し、よりシステマティ
ックにデータ解析ができるよう取
り組みたいと思います。
④ 若手の研究員、メンバーに常日
頃伝えている事

　学会や展示会に積極的に参加・

情報収集し、興味のある事やおもしろいと感じた事について知識
を深めるよう伝えています。継続する事で新たな研究のネタに繋
がると考えています。
⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　分析をするうえで重要なのは、機器や器具のメンテナスだと考
えています。このため、日々の点検や消耗部品の交換等は、分析
データを確認しながら実施するよう心掛けています。
⑥ この仕事に就いてよかったと思える時
　論文等の情報から仮説を立てて、自分なりに実験計画を立て研
究を進め、考えていたとおりの結果が得られたときにやりがいを
感じます。
⑦ 分析結果のフィードバック時に配慮する事
　分析時の生データも含めて報告値に間違いがないか入念に確
認した後、フィードバックするようにしています。期待される数値
との乖離がある場合は、分析試料のサンプリングから再検討する
事もあります。

蛍光指紋データ



主な機器・施設について

鶏舎 ： 9棟
家畜飼養羽数 ：
採卵鶏2,800羽、ブロイラー3,400羽×4回転/年

鶏の能力を最大限に
発揮する飼料開発
養鶏研究室

研究の概要

養鶏研究室では、採卵鶏やブロイラーの新たな飼
料開発の研究を通じて、養鶏場における生産性向上
や経営安定化を目指しています。近年特に力を入れ
てきたのが、育種改良が急速に進んだ鶏の能力を最
大限に引き出すための飼料開発です。
例えば、採卵鶏の分野では、産卵性能の向上が進む
鶏で、高日齢での休産処理をしなくても産卵成績や
卵質が長期にわたり高く維持できる飼料の開発で
す。これにより、成鶏導入コストを抑え、高品質鶏卵
の出荷量を増やし生産者の収益増加を図ります。ま
た、養鶏現場で大きな問題になっている鶏糞処理に
対して、鶏糞量が低減する飼料の基礎技術を当室が
開発し、その専用飼料をJA全農北日本くみあい飼
料（株）と共同で実用化しました。現在では全国に普
及が進み、鶏糞量が20～30%減少したと好評をい
ただいています。
一方、ブロイラーでは育種改良の進度が早いため、
海外育種メーカー等から情報収集を継続的に行い、
生産成績を最大限に引き出す飼料の開発に取り組ん
でいます。概ね50日で出荷される短期決戦のため、
飼料の栄養成分や物性を変えて生産成績データを確
認し、随時各エリア飼料営業担当と連携して、より成
績を向上させる飼料内容の検討を行っています。 
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研究員の紹介　池田 謙太郎（いけだ　けんたろう）

これまでの成果について

①研究室の特徴、強み
　研究所内で飼養する鶏は、ヒナから出荷までの間、個体または群
で成績管理しており、精度の高い各種飼養試験に対応できる事で
す。また、研究所の防疫管理は常に最高レベルの厳しさで実施し
ており、農場全体が極めて高い清浄度に維持されています。更に
生産物は、採卵鶏では産卵日当日に卵質検査が可能であり、ブロイ
ラーでは解体処理を行う事が可能です。加えて、当所は飼料製造
プラントを所有しており、試験飼料が柔軟に製造できる環境にあり
ます。
②現在の業務内容
　更なる生産性向上のための採卵鶏・ブロイラーの飼料に関する
開発試験や各種学会・セミナーへの参加による国内外の情報収集、
各エリアでの飼料営業上のサポートや全国の養鶏担当者へ研究成
果の発信等を行っております。
③今後の課題と方向性
　人口の減少や健康志向が高まる中で消費者ニーズを捉え、鶏
卵、鶏肉の高付加価値及び畜産物の素材そのものの機能性の評価
を調査・研究し、更なる消費拡大に繋がる事を考えております。ま
た、生産者の労務負担軽減や老朽化する鶏舎環境での生産性向上
に関する調査を更に強化していければと考えております。

④ 若手の研究員、メンバーに常日
頃伝えている事
　私が新入職員で勤めた10数年
前と比較して、養鶏業界は生産・販
売両面で大きく変化しました。研
究員には今現在の養鶏業界を数字
で把握し、今後どのように社会が
変化していくのかを予想しながら、
研究の立案を行うよう伝えており
ます。
⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　生産者の皆さまが幸せな顔になる事を常に意識し、業務に取り
組んでおります。また、研究室間で更に活発に意見交換できる環
境を構築するよう心掛けております。
⑥この仕事に就いてよかったと思える時
　生産成績が改善した事を直接お伝えいただいたり、生産者の皆
さまと更に成績を向上させるためにはどうするかをディスカッショ
ンしている時に充実した気持ちになります。

写真1 写真2

<主な商品開発>
●  採卵鶏育すう用飼料：パワーチックZKシリーズ
●  鶏糞低減飼料
●  特長鶏卵：しんたまご、とくたま（写真1参照）
●  混合飼料
　・卵殻強化資材：エスク
　・夏場対策飼料：フェスタ
●  飼料添加物
　・生菌剤：JA-ZKバチルス
●鶏卵検査資材
　・全農ヨークカラーチャート2019（写真２参照）
<特許関連>
●  おいしいたまごの生産技術に関する特許
●  家禽の糞量を低減する飼料（申請中）

●米を使用した家畜用配合飼料（申請中）
<雑誌投稿（2019年実績）>
●  高品質な鶏卵を長期にわたって産卵させるための
飼養・飼料技術② ～採卵鶏におけるカルシウム代
謝と生産成績について～　「鶏の研究 3月号」
● ＪＡ全農・研究室だより　ＧＰセンターの衛生管
理における注意点 ～次亜塩素酸ナトリウムの特
徴を踏まえた活用法～　「養鶏の友 3月号」
● 高品質な鶏卵を長期にわたって産卵させるための
飼養・飼料技術③ ～安定した産卵、鶏卵品質を維
持するためのトピック～　「鶏の研究 6月号」
● 暑熱ストレスを軽減して生産性向上！　養鶏場に
おける夏場対策について　「養鶏の友 6月号」
● 栄養管理に基づく畜種別熱暑対策　肉用鶏におけ
る飼料・栄養面からの熱暑対策　「畜産コンサルタ
ント 7月号」
● 環境調査の事例紹介ほか　全農養鶏セミナー札幌
2019　「養鶏の友 8月号」
● 産地ＧＰの衛生管理のほか　全農養鶏セミナー札
幌2019　「養鶏の友 9月号」



主な機器・施設について

豚舎 ： ６棟（繁殖豚舎 ： ２棟、肥育豚舎 ： ４棟）
家畜飼養頭数 ：
990頭（繁殖母豚 ： 90頭、肥育豚 ： 900頭）

ハイコープ豚用の
配合飼料の開発
養豚研究室

研究の概要

養豚研究室では、上士幌種豚育種研究室と共同で、
多産系に育種改良した新ハイコープ種豚の能力を最
大限引き出す配合飼料及び、飼養管理技術に関する
研究開発を行っています。主な研究内容として、商
品力向上に向けた新規豚人工乳の開発、ハイコープ
種豚の繁殖成績向上につながる配合飼料や飼養管理
技術の研究、畜産環境規制強化に備えた環境保全型
飼料に関する研究、特長のある豚肉生産技術の研究
やICT技術を活用し、労働生産性の改善に向けた省
力化機器や資材の開発を行っています。

Central Institute for Feed & Livestock
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研究員の紹介　笠崎 貴之（かさざき　たかゆき）

これまでの成果について

①研究室の特徴、強み
　研究室が若いメンバーで構成されているため、試験準備や試
験サンプリング等の現場作業は全員で連携して取り組むチームワ
ーク力があります。また、研究所内にと

3

場があるため、試験で生
産した豚の枝肉成績や肉質成績まで調査する事ができます。
②現在の業務内容
　養豚用飼料の開発及び生産技術に関する研究、畜産物の品質に
関する調査・研究
③今後の課題と方向性
　海外の安い豚肉が今以上に輸入されてくると予想される中で、
国内養豚生産の基盤維持・拡大が重要な課題と考えています。海
外の種豚、豚肉に負けない国内豚肉の生産に寄与できるよう、養
豚生産者の経営に貢献できる商品開発及び技術普及に努めていく
必要があると考えています。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　課題は現場に落ちているため豚を観察する時間を多く取り、現

場作業に対して積極的に取り組む事を伝えています。更に面白そ
うだと思った事については、積極的に情報収集を行い、研究課題に
ならないかを考えるように伝えています。
⑤ 仕事の上で特に心掛け
ている事
　農場内で事故が無いよう
にする事と、室内に自分の
考えを積極的に伝える事が
できる風通しの良い環境作
りを心掛けています。
⑥ この仕事に就いてよかっ
たと思える時
　研究成果が得られたと
き、期待した研究結果にな
らなくてもそこから新たな
発見があった時です。

<特許関連>
● ブタの椎骨数遺伝子診断キット（特願2010-
065453）
● 家畜用人工乳の製造方法（特願2008-319190）
● 動物体の体重推定装置及び体重推定方法（特願
2018-108429出願中）
<学会発表・論文投稿>
● 3元交雑肉豚における椎骨数及び椎骨数遺伝子型
と枝肉・肉質形質との関連性の解析（2011、農業
施設学会）

● 繁殖母豚における深部膣内電気抵抗値（VER値）を
指標とした交配方法の検討（2012、日本養豚学会）
● 肥育豚へのアミノ酸添加低たん白質飼料の給与が
窒素排せつ量及び発育成績に及ぼす影響（2019、
日本養豚学会）



主な機器・施設について

牛舎 ： 11棟（哺育牛舎 ： 4棟、コンポストバーン乳牛舎＋パーラ
ー、搾乳ロボット牛舎、肥育牛舎、育成牛舎 ： 2棟、繁殖牛舎 ： 2
棟）
家畜飼養頭数 ： 650頭（黒毛和種肥育牛 ： 100頭、黒毛和種哺
育育成牛 ： 80頭、繁殖和牛 ： 120頭、搾乳経産牛 ： 170頭、搾
乳後継牛 ： 180頭）
敷地の広さ ： 123,000㎡

生産性向上に貢献できる養牛用飼料及び
飼養管理技術に関する研究開発
笠間乳肉牛研究室・訓子府分場

研究の概要

笠間乳肉牛研究室及び訓
くん
子
ねっ
府
ぷ
分場では、生産現場

で課題となっている事象を解決し、畜産農家の生産
性・所得向上に貢献できる養牛用飼料及び飼養管理
技術に関する研究開発を行っています。
主な研究内容として、哺乳子牛の成長を促進させ
る新規代用乳の開発、子牛のルーメンの発達に関す
る研究、下痢予防のための腸内細菌叢に関する研究
に取り組んでいます。
乳牛では、長時間労働・人手不足が課題となって
いる酪農家のために、ICT機器を活用した省力化技
術の開発、搾乳ロボット専用飼料の開発や最適な飼
養管理技術の確立、更に遺伝的改良による生産性向
上に関する研究等も行っています。
また、肉牛では、枝肉重量向上や肉質、特にやわら
かさの改善に関する研究及び肥育素牛の輸送スト
レス軽減に関する研究を、繁殖牛では、泌乳能力の
向上や繁殖成績向上のための飼料の開発や飼養管
理技術の確立等さまざまな視点から研究を行って
います。

Central Institute for Feed & Livestock
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研究員の紹介　平野 和夫（ひらの　かずお）

これまでの成果について

①研究室の特徴、強み
　各自各々が精通した得意分野を持ち、現場好きな若手研究員が
多い事です。供試牛を全て自家育成し、防疫上の問題がなく哺育

から全てのステージの試験
が実施可能。全牛舎にネッ
トワークカメラを配置し、い
つでもどこからでも観察可
能なところです。
②現在の業務内容
　室総括。
③今後の課題と方向性
　畜産現場での大きな課題
は、省力化と人手不足。こ
れを解決するためにICT機
器を活用した省力化技術を

確立し、更に１頭あたりの生産性を向上させるために遺伝的改良に
も力を入れていく必要があると考えています。また、「牛飼い」が
知的で儲かる魅力的な職業と広く世間に認知されるようにしてい
きたいと考えています。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　現場で牛を観察する時間を多く取る事。情報は共有する事。新
規性のある研究をする事。何でもみんなで一緒になって取り組む
事。
⑤  仕事の上で特に心掛けている事
　農場内で人にも牛にも事故が無いようにしています。農場に人
がいない時間帯に自分1人で牛を観察する事。職場内・農場内で
絶えず笑い声が聞こえるようにする事。
⑥ この仕事に就いてよかったと思える時
　研究した事、提案した事が誰かの役に立った時。

<主な商品開発>
● 米国ウイリアム ・ マイナー農業研究所との共同研究において
粗飼料の有効センイ割合を測定できるツール「Z-Box」の開発
（2000年）
● 新規代用乳の開発として、SPG製法の確立（特許取得2005
年）、植物性蛋白質を多配した低コスト代用乳「みんなのミルク
R」の開発（2013年）、高油脂含有代用乳「ミルスター」の開発
（2016）、初乳と同等の嗜好性に高めた「さいしょのミルク」の
改良（2018年）
● 粗飼料の別給与が不要で省力化が可能なストローキューブを
配合した肥育用飼料の開発（特許出願中2018年）
<論文投稿>
● Effect of long-distance transpotration on serum 
metabolic profiles of steer calves. Animal Science 
Journal. 88:1970-1978. 2017

● Effect of negative dietary cation‐anion differences 
on carcass characteristics and beef tenderness of 
Japanese Black steers（DCAD調整飼料の給与が黒毛和
種去勢牛の枝肉特性および肉のやわらかさに及ぼす影響）. 
Animal Science Journal 89:132-139.2018

● Effect of niacin supplementation in long-distance 
transported steer calves. Animal Science Journal. 
2018 in press

<学会発表>
● 緑茶粕サイレージの給与が黒毛和種牛肉色に及ぼす影響
（2014、第52回肉用牛研究会）
● 配合飼料中TDN含量及び給与体系の違いが黒毛和種雌肥育
牛の発育及び枝肉成績に及ぼす影響（2014、日本畜産学会第
118回大会）

● 稲ワラ代替粗飼料の給与がルーメン性状及び反芻行動に及ぼ
す影響（2015、日本畜産学会第119回大会）

● 長距離輸送におけるホルスタイン種の血清中低分子代謝物質
濃度の網羅的解析（2016、第54回肉用牛研究会大会）

● 配合飼料中TDN含量及び給与方法の違いが黒毛和種雌肥育
牛の発育、枝肉成績及び脂肪酸組成に及ぼす影響（2016、日
本畜産学会第121回大会）

● 去勢育成牛に対するナイアシン補給は長距離輸送による悪影
響を低減するか（2017、第122回日本畜産学会大会）

● 去勢育成牛に対するコリン補給が長距離輸送に及ぼす影響
（2017、第123回日本畜産学会大会）
● Analysis of Japanese forages for undigested neutral 
detergent fiber composition（日本で用いる粗飼料の
uNDF評価）. Journal of Dairy Science. 2017（2017, 
ADSA Annual Meeting） 

●Effects of dietary undigested and physically 
effective neutral detergent fiber on ruminal pH, 
vo la t i l e  f a t ty  ac ids ,  and  rum ina l  d i ges ta 
characteristics of lactating dairy cows.（飼料中uNDF
とpeNDFが搾乳牛のルーメンpH、VFA産生およびルーメン
内容物性状に及ぼす影響）. Journal of Dairy Science. 
2018（2018, ADSA Annual Meeting）

● Effects of dietary undigested and physically 
effective neutral detergent fiber on dry matter 
intake, milk yield and composition, and chewing 
behavior of lactating dairy cows.（ 飼 料 中uNDFと
peNDFが搾乳牛の乾物摂取量、乳量・乳成分および咀嚼行動
に及ぼす影響）. Journal of Dairy Science. 2018（2018, 
ADSA Annual Meeting）



主な機器・施設について

豚舎 ： 4棟（繁殖豚舎、育成豚舎、遺伝子実験豚舎、隔離豚舎）
家畜飼養頭数 ： 550頭（デュロック種300頭、大ヨークシャー種
250頭）
敷地の広さ ： 約40ha

生産性向上に貢献できる
ハイコープ種豚の開発
上士幌種豚育種研究室

研究の概要

上士幌種豚育種研究室はハイコープ種豚の育種改
良、遺伝的評価手法の研究、ブタの人工授精技術に関
する研究、実験モデルブタ生産に関する研究に取り
組んでいます。種豚の育種改良では、これまでに発
育と肉質に優れたデュロック種「ゼンノーD02」と、
高い繁殖能力・強健性・飼いやすさを備えた多産系ラ
ンドレース種「ゼンノーL」、多産系大ヨークシャー
種 「ゼンノーW」 の開発を行ってきました。
現在は、ゲノム育種技術を利用して飼料効率と肉
質に優れた新しいデュロック系統「ゼンノーD」の開
発、ゼンノーL・ゼンノーWの育種改良を行っていま
す。これらの種豚改良では全農グループが保有する
日本最大級の豚育種集団、検定施設から得られる莫
大なデータも活用されています。更に育種改良に関
する研究として、ゲノム解析技術を応用した育種改
良手法、疾病に強い種豚を作るための研究、母豚の長
命性や哺育能力に関する研究も行っています。また
実験モデルブタに関する研究では遺伝子組み換え技
術を用いた医療用モデルブタの生産方法に関する研
究に取り組んでいます。
近年の解析技術の急速な発展により、大規模な遺伝
子解析やビッグデータを用いた分析が簡単に実施で
きる環境が整いつつあります。遺伝子組み換え技術
においてもゲノム編集の登場により従来では考えら
れない速度で研究が進んでいます。このような情勢
の中、当研究室では大学・公的機関等と共同研究を実
施しながら最先端の技術をいち早く育種改良に応用
するための研究開発に積極的に取り組んでいます。
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研究員の紹介　上川 舞（かみかわ　まい）

これまでの成果について

①研究室の特徴、強み
　実際に豚を扱いながら育種の研究ができ、改良の結果を自分の
目で確かめる事ができます。また、最先端の技術を取り入れた育

種改良を行うことができる
ところが強みです。
②現在の業務内容
　主に「ハイコープ種豚
の育種改良」、「豚の経済
形質と関連する有用遺伝
子マーカーの探索」につ
いて研究しています。
③今後の課題と方向性
　育種改良には終わりが
ありません。日々進化す
る育種改良手法を駆使

し、現場の生産性向上に役立つ種豚の改良を目指しています。
生産者のニーズに合わせて、改良目標の設定を行っていく必要が
あると感じています。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　自身がまだ若手に分類されると思っているのですが、現場に出
て気付いた事や研究、実験の中で発見した事は、小さな事でも皆
で共有するようにと伝えています。
⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　視野を広くし、色々な事に興味を持つようにしています。技術
は日々進歩しているので、自分自身も日々アップデートできるよう
に情報収集が大事だと思っています。
⑥ この仕事に就いてよかったと思える時
　ハイコープ豚を使ってよかった、という生産者の声を耳にす
る時は自分のやっている事が現場につながっていると実感でき
ます。

<論文投稿>
● Evaluation of effects of multiple candidate 
genes (LEP, LEPR, MC4R, PIK3C3, and 
VRTN) on production traits in Duroc pigs.
Animal Science Journal 85:198-206.2013

● Generation of recombination activating gene-
1-deficient neonatal piglets: a model of T and 
B cell deficient severe combined immune 
deficiency. PLoS One 9: e113833. 2014

● Effects of correcting missing daily feed 
intake values on the genetic parameters 
and estimated breeding values for feeding 
traits in pigs. Animal Science Journal 89:12-
20.2018

<学会発表>
● Rag-1遺伝子ノックアウト新生仔豚の作出
（2015、日本先進医工学ブタ研究会）
● ゼンノーLの長命性の要因分析と遺伝率の推定
(2016、日本養豚学会)
● デュロック種系統豚ゼンノーD02の飼料利用性
形質に関するsingle-stepGWAS解析（2016、 
日本畜産学会第121回大会）
● 生時体重形質が離乳時までの事故率に及ぼす影響

(2017、日本養豚学会)
<特許>
● 精子活性化剤 (特願2008-171039)
● 免疫不全ブタ (特願2013-130622)
● 小型化家畜ブタ (特願2016-143364)
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所在地 : 
●研究開発室、クリニックセンター ： 千葉県佐倉市大蛇町、●北
海道分室 ： 北海道札幌市、●北日本分室 ： 岩手県紫波郡、●東
日本分室 ： 東京都江東区、●西日本分室 ： 岡山県岡山市、●九
州分室 ： 福岡県福岡市
施設面積 : 4.8ha
開設時期 : 1982年
人数 : 53名（2020年5月
現在）
特許数 : 3件（2020年3月
31日現在登録件数）

家畜の健康と食卓の安全を結ぶ研究所を目指して
家畜衛生研究所

研究所の目的

組織図

家畜衛生研究所（以下家衛研）は、1982年に千葉
県佐倉市に設立されました。それ以来、家畜疾病の
予防（予防衛生）という手段により、畜産農家の生産
性向上と畜産生産物の安全性確保に取り組んできま
した。
主な業務と担当部署として、①疾病予防のための
技術・商品開発（研究開発室）、②家畜の衛生検査（ク
リニックセンター）、③農場での生産指導（各クリニ
ック分室）の3つがあります。
研究開発室では、生産指導と農場の衛生対策に活
用される資材（ワクチンや機能性飼料等の商品、クリ
ニック検査に用いる検査法等）の研究開発、及びそれ
を導くための疾病の基礎研究を行なっています。こ
れまで開発した商品の代表例として、子豚の呼吸器
病対策としての豚マイコプラズマ病ワクチン（マイ
コバスター）、飼料添加物の認可も取得した生菌剤
JA-ZK株等があります。
クリニックセンターと全国５カ所に配置されたク
リニック分室（北海道分室、北日本分室、東日本分室、

西日本分室、九州分室）は家畜衛生検査を活用した生
産指導を行なっています。これは、本会独自のシス
テムであるため、全農家畜衛生クリニック事業（クリ
ニック）と呼んでいます。
クリニックは、経済連、県JA、関連飼料会社、全農県
本部等の担当部署を窓口に、クリニック分室の獣医師
たちが、それぞれの担当地域の畜産農家を巡回し、検
査結果に基づき、予防衛生を軸とした生産指導を行な
うものです。検査は疾病の状況把握のために欠かせ
ないもので、クリニックセンターにて実施していま
す。その検体数は鶏豚牛を合わせて年間約20万検体
にもなり、全国一の規模と自負しています。
今、薬剤耐性菌対策が、人でも家畜でも、世界的に
重要な取り組みとなっています。治療よりも予防。
病気になったら治療するという観点ではなく、その
病気にならないように、抗生物質等に頼らない健康
な家畜生産ができるよう、予防衛生の考え方で研究
開発、検査、生産指導を果たしていきます。
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第５研究棟

図書館・食堂
研究本館棟 研究開発棟

㈱科学飼料研究所

第2研究棟
第3研究棟
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家畜衛生研究所

研究概要

１．家畜衛生クリニック事業
（１）農場での生産指導
（２）家畜の衛生検査
２．「予防衛生」資材の開発
（１）ワクチン
（２）機能性飼料
（３）新たな検査法

第２研究棟 ： 家畜・小動物用感染実験施設
第３研究棟 ： 帝王切開による試験用家畜作出施設
第４、10研究棟 ： 家畜用非感染実験施設
第５、７、８、９研究棟 ： 家畜用感染実験施設
第６研究棟 ： 家畜・小動物用感染・非感染実験施設



家畜の健康と食卓の安全を
結ぶ研究所
家畜衛生研究所　研究開発室

研究の概要

研究開発室では主に以下の研究開発等を行ってい
ます。
1.  疾病の基礎研究による診断法の確立と対策資材
の開発
家畜・家禽の生産性を阻害する重要な疾病の原因
解明のための基礎研究を行い、その知見を生かした
診断法を確立し、更にその予防対策に役立つワクチ
ン等の疾病対策資材を開発しています。
2.  有用な飼料原料･機能性飼料の開発
「安心･安全な畜産物」を消費者に届けるため、畜
産物を生産する家畜・家禽が健康に育つ飼料原料や
機能性飼料を開発しています。
3.  衛生対策技術の指導に対する支援と重要疾病情
報の発信
系統飼料会社の推進に必要な家畜衛生関連の情報
を提供し、専門技術に裏づけされた指導の支援を行
うとともに、鳥インフルエンザ等の重要疾病につい
ての最新情報を発信しています。

Institute of Animal Health

JA全農畜産生産部　家畜衛生研究所　研究開発室

2020年度 JA全農畜産生産部

分析項目

動物実験施設 ： 高度衛生感染施設（豚）、アイソレーター飼育施設
（鶏）、感染用飼育施設（鶏、豚、牛）、小動物アイソレーター飼育
施設　等
分析機器等 ： 次世代シーケンサー、フローサイトメーター、リアル
タイムPCR、蛍光顕微鏡、組織自動染色機　等



研究員の紹介　相馬 順一　（そうま　じゅんいち）

研究の実績

①研究室の特徴、強み
　家畜衛生研究所には病原体を封じ込めながら試験を行う事が
できる動物実験施設が９つあります。これらの施設を活用して、
生産現場で問題となっている疾病に関する研究を、鶏、豚、牛な
どの家畜を用いて実施できる事が最大の強みだと思います。ま
た、それらの研究開発を推し進めるために必要な器具機材は潤沢
に揃えております。

②現在の業務内容
　主に豚に感染するウイルスに
関して研究しております。内容
はワクチン開発や、それ以外の
疾病を予防、被害を軽減するた
めの対策資材の開発、農場で採
取した検体の検査方法の確立
を行っております。また、疾病
情報に関して収集を行い、情報
共有も行っております。

③今後の課題と方向性
　家畜に病気を引き起こす病原体は、研究・検査技術の向上によ
り絶えず新しいもの、既知のものであっても新しい型のものが報

告されております。それぞれが経済的被害を引き起こす可能性
がある一方で、学術的には興味深いものであっても、生産農場で
は大きな被害をもたらさないものもあります。家畜疾病に関する
研究においては、このような情報を正確に整理し、対策を行うべ
きもの、行わなくても良いものを迅速に見定める必要があります。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　家畜疾病に関する研究は、試験に用いる動物の数に限りがあ
る中で、意図した事とは異なる、貴重な知見を得られることがまま
あります。そのような現象を見逃さず、更なる研究への応用がで
きるよう、感度を高く持ってもらうよう心がけてもらっています。
⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　私たちは業務の中で、実際に家畜生産を行っている農場にお
伺いする機会が限られております。その状況下で対策資材の開
発を進めると、生産現場での使用感や作業の煩雑さについては
おざなりにしてしまうきらいがあります。当然の事ではございま
すが、常に現場応用が可能な資材を、という事を忘れずに研究開
発を進めております。
⑥ この仕事に就いてよかったと思える時
　確立した検査手法が生産現場で応用され、生産性向上に寄与
している事を聞いた時。

主な開発商品一覧
項目／畜種 ワクチン 機能性飼料 診断薬

鶏　用
オイルバスターEDS
オイルバスターMG
オイルバスターSE

FBIシリーズ
CEテクト
生菌剤JA-ZK

－

豚　用
マイコバスター
マイコバスターARプラス
グレーサーバスター　　

コリテクト
強健シリーズ
生菌剤JA-ZK

ADラテックス
SEP-CF抗原
Bb凝集抗原

牛　用 大腸菌ワクチン「イ
モコリボブ」 － －

飼料・食品 － － 核さんテストサルモネラ
核さんテスト黄色ぶどう球菌

＜学会発表＞
●  子豚離乳後大腸菌下痢（PWD）の感染実験系の検討（2017、
第160回日本獣医学会学術集会）

●  マイコプラズマ・ボビス強毒株感染時の病態確認（2017、平
成28年度千葉県獣医師会獣医学術年次大会）

●  国内で検出された豚サーコウイルス2型の遺伝子解析および
遺伝子型による病原性の検討 （2018、平成30年度日本獣医
師会獣医学術学会年次大会）

●  Mycoplasma bovisにおける薬剤感受性の推移について 

（2019、令和元年度日本獣医師会 獣医学術学会年次大会）
●  マイコプラズマ・ハイオニューモニエ実験感染時の肺病変形成
における腸内細菌叢の影響 （2019、令和元年度第93回日
本細菌学会総会）

＜論文投稿＞
●  Porcine circovirus type 2 (PCV2) vaccination 
reduces PCV2 in a PCV2 and Salmonella enterica 
serovar Choleraesuis coinfection model. Veterinary 
Microbiology 162: 219-223. 2013

●  Quant i tat ive microbio logical  evaluat ion of 
Salmonella Typhimurium shed in diarrhea, loose and 
normal stools of infected pigs. Open Journal of 
Veterinary Medicine 4: 58-66. 2014

●  Isolation and Experimental Inoculation of an SINDEL 
Strain of Porcine Epidemic Diarrhea Virus in Japan .
Research in Veterinary Science 103:103- 106. 
2015

●  Production of hepatitis E viruslike particles 
presenting multiple foreign epitopes by co-infection 
of recombinant baculoviruses. Scientific reports 
Feb 24, 6: 21638. 2016

●  鶏の眼瞼部皮下における脂質沈着を伴う肉芽腫」臨床獣医、
2019年12月号　P17



家畜の衛生検査・指導により
安定した畜産経営に貢献
家畜衛生研究所　クリニックセンター

研究の概要

家畜衛生クリニック事業では、野外対応を担う部
署として畜産農家対応を中心に行う全国５カ所のク
リニック分室と、畜産農家で採取した検査材料を集
約して検査を行うクリニックセンターがあります。
クリニックセンターでは、全国から送付された検
査材料を迅速・正確に処理する事をモットーに約
30名の検査スタッフ、7名の全農職員で運営してお
ります。検査項目は鶏、豚、牛等さまざまな項目を設
定し、血清抗体検査、細菌検査等従来からの検査法だ
けではなく、遺伝子検査、DNAチップ検査等迅速な
検査手法の導入も積極的に行っています。2019年
度は全国で約1,500戸の畜産農家で利用いただき
ました。検査実績としては、年間約20万検体を処理
しています。
また、2018年3月には更なる効率化を目指して
クリニックセンター施設を更新し新しい施設で運営
を開始しています。採卵養鶏場から検査依頼が多数
あるサルモネラ検査については、一層の効率化を図
るため、検査ロボット導入も行っています。

Institute of Animal Health

JA全農畜産生産部　家畜衛生研究所クリニックセンター

2020年度 JA全農畜産生産部

分析項目

鶏 ： 血清抗体検査（ND　HI、IB ELISA等）、細菌検査（サルモネ
ラ分離、大腸菌分離、薬剤感受性等）、遺伝子検査（IB　PCR、IB
遺伝子シークエンス等　豚 ： 血清抗体検査（PRRS　ELISA、
MPS　ELISA等）、細菌検査（ボルデテラ分離、パスツレラ分
離、薬剤感受性等）、遺伝子検査（PRRS　リアルタイムPCR、
PCV2■リアルタイムPCR等）　牛 ： 細菌検査（マンヘミア分
離、M.bovis分離、薬剤感受性等）、遺伝子検査（BVDV　PCR、
BRDC　DNAチップ等）



研究員の紹介　松根 希恵（まつね　きえ）

分析について

①研究室の特徴、強み
　日々、全国から送付される多くの検査材料を取り扱っている点
が特徴です。それらに対応できるよう、多検体処理可能な機器や
検査ロボットなどを導入しています。

②現在の業務内容
　検査スタッフが実施した各
畜種の細菌検査（分離検査、
薬剤感受性試験）について、
結果の最終確認を行ってい
ます。
③今後の課題と方向性
　疾病問題に直面している
農家からの検査では特に迅
速性が求められますが、検査
項目によっては検査日数のか

かるものもあります。検査材料到着から検査着手、または結果判
明から報告書作成の時間ができるだけ短くできるよう工夫し、随
時検査フローの見直しも行っていきます。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　検査の基となる検査材料の扱いや個々の作業を、丁寧に実施
するよう伝えています。
⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　正確な検査結果を返す、という事を常に意識しています。
⑥ この仕事に就いてよかったと思える時
　検査が役に立ったうえ、検査してよかった、などの声をいただく
と嬉しいです。
⑦分析結果のフィードバック、衛生指導面で特に心掛けている事
　衛生指導をするうえでは、検査結果はあくまで１つのツールだ
と思います。１回の結果のみでなく過去の結果との比較や、現在
の農場飼養状況など総合的に判断するよう注意しています。

① 生産農場より、最寄りの「ＪＡ・県経済
連・全農県本部の担当窓口」「系統飼料
会社の営業担当窓口」 へお問い合わせ
② 担当窓口経由で全農クリニック分室へ
検査の依頼
③ 全農クリニック分室の獣医が農場を訪
問して採材を実施
④ 家畜衛生研究所クリニックセンターで
検査を実施
⑤ 検査結果は、全農のクリニック分室・地
域の担当窓口を経由して生産農場へ報
告し、検査結果を基に必要な衛生指導
を実施

生産農場
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農
ク
リ
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ッ
ク

全農家畜衛生研究所クリニックセンター

クリニック北海道分室

クリニック西日本分室 クリニック九州分室

クリニック北日本分室 クリニック東日本分室

JA・県連・全農県本部
くみあい飼料㈱各支店・営業所

検査申込 採材

検査申込

報告・指導

報告・指導
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（千件）
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120

分析点数実績

クリニックセンターでの分析の流れ（イメージ）



疾病予防につながる衛生指導で
現場に貢献
家畜衛生研究所  クリニック各分室

研究の概要

家畜衛生研究所では、家畜疾病の予防による生産性
向上と安全な畜産物の供給のため、農場での生産指
導を行う部署（各クリニック分室）を全国５カ所に配
置し、20名の獣医師が対応にあたっています。
各クリニック分室の目的は、疾病対策を通して畜
産農場の経営の維持発展をサポートする事です。
畜産経営の安定や生産性向上、安全な畜産物の供給
には、日頃から疾病の予防・コントロールがかかせ
ません。
クリニック分室の獣医師は畜産農場を訪問し、生
産者から管理状況をお聞きしたり、実際に家畜の飼
養状況を見て、農場の状態を把握します。必要に応
じて検査を実施し、その結果を活用して農場へ改善
案をご提案します。農場の生産性向上のため、JA
グループの関係者と連携して取り組んでいます。
また、家畜衛生への関心を高める講習会などの啓
蒙活動も、分室獣医師の重要な仕事です。生産者、
JAグループ関係者等を対象に、衛生に関する勉強

会を開催しています。勉強会では、最新の疾病情報
やその対策に関して分かりやすく解説し、日常から
の防疫意識向上を図っています。

Institute of Animal Health

JA全農畜産生産部　家畜衛生研究所　クリニック各分室

クリニック北海道分室

クリニック北日本分室

クリニック東日本分室

クリニック西日本分室

クリニック九州分室

2020年度 JA全農畜産生産部

各分室の体制

クリニック北海道分室
（札幌市中央区）
獣医師２名

クリニック東日本分室
（東京都江東区）
獣医師５名

家畜衛生研究所
クリニックセンター
（千葉県佐倉市）

クリニック北日本分室
（岩手県矢巾町）
獣医師5名

クリニック西日本分室
（岡山県岡山市）
獣医師4名

クリニック九州分室
（福岡県福岡市）
獣医師4名



獣医師の紹介　クリニックセンター西日本分室　福田 啓志 （ふくだ ひろし）

主な業務内容

農家への採材について

①クリニック分室の強み
　クリニックセンターと畜産現場の間に立ち、現場には豊富な検査
データに基づく疾病の発生状況や最新知見の情報発信、研究所内
では衛生指導の経験を共有し、他の現場でも応用できる事です。
②現在の業務内容
　日々畜産農家を訪問し、家畜が病気にならないよう感染症予防

のための衛生検査と対
策、家畜にストレスがかか
らないような飼養管理方
法を生産者と共に考え、提
案しています。
③方向性～畜産情勢の変
化に柔軟に対応～
　鶏や豚の業界ではもち
ろんですが、牛の業界に
おいても大規模集約化が
広まっており、また薬剤耐

性菌対策の観点からも、病気にならない管理をする「予防衛生」の
考えが浸透してきました。クリニック分室では30年以上前から予
防衛生の観点からの対応に鶏や豚で取り組んでおり、その豊富な
経験を活かして、養牛農家さんにも予防の重要性を啓蒙し、生産者
のご要望に合ったサービスを提供していきます。
④仕事の上で特に心掛けている事
　農場はそれぞれ施設・気候などが違い、常在している病気も異な
ります。基本的な飼養管理に失宜がある場合もあります。そのた
め、農場全体を見た上で何が一番問題になっているのかを常に考
え、現場で取り組みができる形で解決策を提案できるよう、創意工
夫を心掛けています。
⑤この仕事に就いてよかったと思える時
　対応している農家さんの死亡畜被害が減った時です。収益への
悪影響はもちろんですが、死亡畜の処理は精神的にもとてもつら
い仕事です。また、治療のために毎日家畜を捕まえることは肉体
的にも重労働です。提案が奏功し、それらの苦労から解放された
農家さんの喜ぶ顔を見る事が一番の喜びです。

● 農家訪問 ： 分室の獣医師は、畜産農場などに訪問し、病気の状
態や生産成績・衛生管理の状況などを把握し、必要に応じて検
査を行います。検査は血液・糞便・臓器・鼻汁スワブ等を用い、
クリニックセンターにて実施します。時には、食肉関連施設に
訪問し、と畜後の臓器を観察し衛生状態を確認する事もありま
す。
　 　検査結果は、農場の状況や過去の検査結果を照らし合わせ
て解釈し、報告書を作成します。そして、農場の方々にご報告
するとともに、疾病の軽減や更なる生産性向上に向けて対策を
提案いたします。

● 衛生対策の提案 ： 疾病対策において大きな威力を発揮するの
が、クリニックセンターで実施する検査の結果です。病気の家畜
を治療するためだけでなく、健やかに育つ家畜を生産するため、あ
るいは畜産物が清潔に流通するための指導や提案には、科学的な
根拠が必要となります。関係者一丸となり検査結果を活用しなが
ら、それぞれの農場に合わせた衛生対策の提案を行っています。
● JAグループの連携 ： 実際の農場での対策は、飼養管理の改
善や地域ぐるみの取り組みとなる事もあり、具体的できめ細や
かな対策を行うために、JAグループの担当者と連携して対応
します。

採材の方法と頻度
　農場の疾病状況を確認するためには、各飼育ステージで血液、糞
便、鼻汁スワブを採材します。また、必要に応じて死亡した家畜の
解剖や臓器の採材を行います。その他には農場や施設の清潔度
を確認するために、床や器材の拭き取り採材をする事もあります。
　定期診断として、年に１～2回程度行う事が多いです。それに
加えて、農場の状態を確認するために巡回を行ったり、病気の発
生時には追加で検査を行ったりします。
採材時に気を付けている事
　採材時には農場の状態を確認しながら行うようにしています。
そうする事で、検査結果が出た時にも結果だけでなく、採材時の
農場の状態と照らし合わせて考える事で、より適切な改善案を提
案する事ができるようになります。また、採材時には怪我のリス
クもともないますので、人も動物も無事に採材を終えられるように
気を付けています。



基礎情報

●本場
　所在地／北海道河東郡上士幌町
　施設面積／24,739㎡
　開設時期／1999年
　飼養頭数／ 供卵牛（全農所有牛、預かり牛含む）　約500頭 

受卵牛（乳用雌牛、交雑雌牛）　　　  約1,200頭
　職員数／29名
　特許数／10件（2018年10月１日現在登録数）
●各分場（職員数）
　北日本分場（２名）／岩手県滝沢市
　東日本分場（５名）
　　／茨城県笠間市
　九州分場（５名）
　　／福岡県福岡市

畜産・酪農の未来を開くＥＴ（受精卵移植）技術
ET研究所

研究所の目的

組織図

ＥＴ研究所は、1987年、ＥＴ（Embryo Transfer
＝受精卵移植）技術を活用して、国内における優良な
和牛素牛・和牛繁殖牛・乳牛後継牛の増産・改良に寄
与し、また、素牛生産の低コスト化を目的として、飼
料畜産中央研究所（茨城県つくば市）において、受精
卵移植研究室を立ち上げ研究をスタートさせまし
た。その後、99年、本格的に受精卵製造を行うため
北海道河東郡上士幌町のナイタイ高原牧場内にＥＴ
センター（本場）を建設し、2012年、ＥＴ研究所に名
称を変更いたしました。
ＥＴ研究所（本場）では、受胎率の高い受精卵凍結
技術や体内受精卵の効率的採卵技術、繁殖技術など

の研究・開発を行なう研究開発室、受精卵の製造など
を行なう生産課、また、16年には、牛繁殖技術の学び
の場として、主に酪農・畜産後継者を対象にプロの繁
殖技術者（人工授精師・受精卵移殖師）の養成を行う
繁殖技術研修制度の取り組みを開始いたしました。
また、地域の畜産農家、ＪＡ、県域と連携し、ＥＴ技
術を活用して都府県の養牛生産基盤の維持・拡大を
支援するため、07年茨城県笠間市に東日本分場、09
年岩手県滝沢市に北日本分場、11年福岡畜産生産
事業所にＥＴ専門担当者の設置を行いました（18
年、福岡畜産生産事業所からＥＴ研究所九州分場へ
機構変更）。
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地域における受精卵移植事業の仕組み

ET研の生産供給事業の概要

ＥＴ技術を用いた優良な和牛素牛・和牛繁殖牛・乳牛後継牛の増産
和牛繁殖牛は１年間で１頭の子牛を生産します。ＥＴ技術を用いれば、年間約21頭の子牛を生産する事
が可能です。特に能力の高い繁殖牛から採卵する事で、高い能力を持つ子牛の生産が期待できます。また、
乳牛を活用して和牛子牛を生産する事も可能です。
ＥＴ研究所の受精卵は体内受精卵である事から、母牛として血統登録が可能であり、また、その受精卵の受
胎率は63％と全国平均46％（25年度農水省）に比べて高い受胎率となっています。

ＥＴ研究所の受精卵事業

ＥＴ受精卵
による
出産体系

一般的な
出産体系

最大21倍の
生産効率※

１頭の和牛雌から乳牛の子宮を借りて
多くの和牛子牛の誕生が可能

受精卵を
提供してくれる牛

※　　　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　＝21頭／年５回／年
（１頭あたりの
年間採卵回数）

７個／回
（１回の採卵で
採れる受精卵個数）

60％
（受胎率）

人工授精

人工授精

体内から
受精卵を取り出す

乳牛の子宮を
借りて移植

乳牛から
黒毛和牛が生まれる

ＥＴ研究所
優良血統の雌牛に優良種雄牛の
凍結精液を人工授精。良質な受精
卵を選抜し、全農ダイレクト法で凍
結し、全国のＪＡ等に配送します

県連等・ＪＡ
酪農家・繁殖農家・肥育農家を組織
化し、技術指導します

酪農家等
受卵牛に移植し、分娩させます。Ｅ
Ｔ子牛は繁殖農家・肥育農家へ供
給します

繁殖農家
ＥＴ子牛を哺育・育成し、素牛として
肥育農家へ供給します

ET
妊娠
牛

ET牛供給

ET牛供給

ET
素牛
供給

技術
指導 技術指導

受　
精　
卵

肥育農家
ＥＴ素牛を肥育します

地域における
受精卵移植事業の仕組み



ET Center

JA全農畜産生産部　ET研究所　研究開発室

繁殖現場に即し、現場に生きる
最先端のＥＴ技術の研究開発
ET研究所　研究開発室

研究の概要

研究開発室では、主に「体内受精卵製造の低コス
ト化」「受精卵の受胎率向上」「ゲノム育種価の精度
の向上」などに関する研究・開発に取り組んでいま
す。
「体内受精卵製造の低コスト化」では、過剰排卵処
理技術の改善や供卵牛の体調を整える栄養補助飼
料などの研究・開発を行っています。
「受精卵の受胎率向上」では、母牛の妊娠メカニズ
ムなどの受胎率向上に関する基礎研究だけでなく、
全農ダイレクト凍結法の確立や、新しい移植器の利
用法などの応用研究も行っています。
「ゲノム育種価の精度の向上」では、多数の遺伝子
情報を解析できるマイクロアレイスキャナーを用
いて、精度の高いゲノミック診断技術の確立や、ゲ
ノム育種価によるエリート牛群の作出、和牛形質に
有用な遺伝子の機能解明に関する研究などを行っ
ています。

主な分析機器：
マイクロアレイスキャナー、次世代シーケンサー、蛍光顕微鏡、リ
アルタイムPCR　等

主な機器について

全農ダイレクト凍結法の特徴

● 融解から移植までの作業が凍結精液並みに簡単で特別な
技術・機器を必要とせず、融解から移植まで10分以内で
行う事が可能
●高受胎率

マイクロアレイスキャナー

2020年度 JA全農畜産生産部



研究員の紹介　造田　篤（ぞうだ　あつし）

これまでの成果について

①研究室の特徴、強み
　生産現場そのものであり、現場に生きる研究がやりやすいです。
②現在の業務内容
　主に供卵牛のゲノミック評価に関する業務を行っています。
③今後の課題と方向性
　迅速にゲノム検査を行う事と、供卵牛の遺伝的能力を底上げす
る事です。
④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事
　まだ若手なので、熱意を持って研究するようにと言われており、
意識しています。

⑤ 仕事の上で特に心掛けている事
　行いたい研究が生産現場に
生きるかどうかを常に意識して
います。
⑥ この仕事に就いてよかったと
思える時
　ゲノム検査の結果を楽しみに
している人がいる事を知らされ
た時です。

1990年 ： 牛の核移植による産子誕生
1993年 ： 性判別した牛の受精卵移植による産子
誕生
1994年 ： 全農ダイレクト凍結法確立
2002年 ： 体細胞クローン胚の受胎・分娩率90%
に成功
2005年 ： 磁場環境下における新しい受精卵凍結法
の確立/特定遺伝子ノックアウト産子作出に成功
2007年 ： （国内初）特定遺伝子ノックアウトによ
る複数産子4頭の作出に成功
2008年 ： 過剰排卵処置による採卵性に関与する
特定遺伝子の発見
2009年 ： 新ETシステムの開始
2010年 ： チルド胚の供給開始
2012年 ： 和牛チルド精液の供給開始
2013年 ： 受精卵移植器　子宮深部注入器（YTガ
ン）の供給開始
2016年 ： NANOS3-KO胚（生殖細胞形成不全）
を活用して異なる品種間で生殖細胞の置換に成功
<論文投稿>
● Generation of exogenous germ cells in 
the ovaries of sterile NANOS3-null beef 
cattle. Scientific Reports. 6:24983. 2016

● 235 administration of levothyroxine 
improves the proportion of transferable 
embryos following superovulation in 
Japanese black cattle. Reproduction, 

Fertility and Development. 28:249-249. 
2016

● Regulation of epithelial to mesenchymal 
transition in bovine conceptuses through 
the interaction between follistatin and 
act iv in  A .  Molecu lar  and Ce l lu lar 
Endocrinology. 434:81-92. 2016

● A transcriptional cofactor YAP regulates 
IFNT expression via transcription factor 
TEAD in bovine conceptuses. Domestic 
Animal Endocrinology. 57: 21-30.2016

<学会発表>
● 乳牛の炎症性子宮疾患が卵巣機能に及ぼす影響
（2016、第159回日本獣医学会学術集会／繁殖
分科会シンポジウム）
● 加齢によるウシ卵子の細胞質成熟能低下および染
色体数正常性との関連性（2016、第109回日本
繁殖生物学会）
● グルタチオンエチルエステルは加齢により低下し
たウシ卵子の胚発生能を向上させる（2016、第
19回日本IVF学会）
● Possible benefit of intracytoplasmic 
sperm injection on the efficiency of 
embryo production in aged cows(2017,　
43rd Annual Conference of the IETS)

● 超音波画像と胚移植成績について（2017、北海道
牛受精卵移植研究会シンポジウム）



ET Center

JA全農畜産生産部　ET研究所　生産課

高品質のET卵の製造・供給を通じて
和牛生産基盤の向上に貢献
ET研究所　生産課

製造・取扱品目

１　【場内採卵】全農所有牛による体内受精卵（和牛受精卵、乳牛Ｘ受精卵※１）
２　【農家採卵】農家所有牛による体内受精卵（和牛受精卵）
３　預かり受卵牛生産方式※２によるＥＴ妊娠牛の生産
４　凍結乳牛精液（GENEX社製）及び和牛精液の販売

※1　 90％の確率で雌子牛が
生まれる性判別受精卵　

※2　 ホルスタイン種及び交
雑種未経産牛を預かり、
受精卵移植して返還

生産課の概要

生産課では、北海道上士幌町の本場にて体内受精
卵の製造を行っています。牛受精卵は、牛体内で受
精を行い製造する体内受精卵と、牛体外で受精を行
い製造する体外受精卵の大きく２つの製造方法によ
り区分されます。
体内受精卵の製造方法は、優良な雌牛に過剰排卵
処置を行い、発情が来たのちに優良な種雄牛の凍結
精液を人工授精します。人工授精から７日後、その

牛の子宮を洗浄し、洗浄液から受精卵を採卵する事
により、１頭の牛から複数個の受精卵を得る事がで
きます。採卵した受精卵は、異常卵を除去するため
の検卵を行ったのち、全農ダイレクト法により凍結
処理されます。また、凍結せずに新鮮なうちに供給
される新鮮卵、冷蔵保存で供給されるチルド卵もあ
ります。

ウシの採卵・受精卵移植

過剰排卵処置

全国のJAグループへ

受卵牛 発情 移植 出産

受精卵の選抜 検卵

発情

全農ダイレクト法に
よる受精卵の凍結

人工授精
7日間

7日間 280±5日間

採卵

凍
結
卵
移
植

新鮮卵移植
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最近の取り組みについて

農家採卵事業
2014年度より、和牛繁殖農家・ＪＡ・県域と連携
して、受精卵の増産と繁殖農家の所得向上につなげ
るため、繁殖農家が所有する繁殖牛より和牛受精卵
を生産する農家採卵事業を開始いたしました。繁殖
農家にとっては子牛の生産・販売だけでなく、受精卵
の販売で所得を得ることができます。
この農家採卵事業では、ＥＴ研究所の職員が農家
で飼育されている繁殖牛に過剰排卵措置を施し受精
卵を回収します。受精卵は全農が買取り、凍結受精
卵にするだけでなく、その地域の乳牛に新鮮な受精
卵の移植もしています。
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ET Center

JA全農畜産生産部　ET研究所　北日本・東日本・九州分場

地域と連携し、
都道府県の和牛・酪農生産基盤の向上に貢献
ET研究所　北日本・東日本・九州分場

概要

各分場の体制

ET研究所は北海道上士幌町にある本場、士幌町に
ある全農繁殖義塾のほか、全国に3ヵ所の分場があり
ます（岩手県、茨城県、福岡県）。各分場では、畜産農家、
JA、県域の方々と連携して、農家採卵や新ＥＴシステ
ム（※）、精液推進などを行い、ＥＴ技術を用いて都府県
の和牛・酪農生産基盤の維持・強化を支援しています。

北日本分場本場
主な業務内容 ： 
場内採卵・移植、研究開発、
精液推進

全農繁殖義塾
主な業務内容 ： 
繁殖技術研修、農家採卵、新ET
システム、乳牛委託採卵、凍結
受精卵の発送、YTガンの発送

担当地域 ： 東北エリア（青森、岩手、秋
田、宮城、山形、福島）
主な業務内容 ： 農家採卵、新ETシステ
ム、精液推進

東日本分場九州分場
担当地域 ： 東日本エリア（新
潟、群馬、栃木、茨城、埼玉、
山梨、東京、神奈川、千葉）
主な業務内容 ： 農家採卵、
新ETシステム、精液推進、
ホルスタイン輸入精液出荷

担当地域 ： 九州エリア（山
口、大分、鹿児島、熊本、佐
賀、長崎、福岡、宮崎、沖
縄）
主な業務内容 ： 農家採卵、
新ETシステム、精液推進

※ET研究所職員が農家へ出向き、発情周期同期化からETまでを行う一連の方式 凍結受精卵をボンベで保存

2020年度 JA全農畜産生産部



最近の取り組みについて

シンクロETシステム
ＥＴ研究所では農家採卵に加えて、2015年より、
地域の畜産農家、JA、県域などと連携して、複数の農
家所有の和牛繁殖牛を同期化し、集中採卵場にて
ET研究所職員により採卵・検卵を行い、採卵当日中
に別の和牛、交雑種（F1）、乳牛に移殖するシステム
を構築しています。採卵当日に移殖する事から、凍
結による損傷が少なく高い受胎率が期待できます。
この集中採卵と同時移植の取り組みを、「シンクロ
ETシステム」と呼んでいます。
「シンクロETシステム」を効率的に行うために

は、地元の獣医師やAI師、ET師ならびにJA・県域の
職員の協力が不可欠です。

牛精液販売
都府県向けに、米国GENEX社の輸入凍結精液の
販売を行なっています。GENEX社の精液は、北米
では遺伝的改良(特に中型の体型、長命連産)に優れ
たブランドとして注目されています。
GENEX社では独自に開発した「健康性」「繁殖性」

「分娩能力」「生産効率」「搾乳性」の５つの改良指標
（Ideal Commercial Cow Index）を用いており、
米国で主に使用されているTPIやLNMと比較し、
より経済性・健康性の評価に重きを置いています。

シンクロETの流れ シンクロETの個数実績

18日前

地元獣医師・AI師・農家による処置・確認

和
牛
繁
殖
牛

乳
牛

発
情
同
期
化
処
置

発
情
同
期
化
処
置

過
排
卵
処
置

発
情
確
認・Ａ
Ｉ

発
情
確
認

黄
体
確
認

9～11日前 7日前 前日 当日
2019年度 シンクロ

ET個数

北海道 454

北日本分場 933

東日本分場 383

中四国・近畿 25

九州分場 1,243

合計 3,038

種雄牛
2018年8月

全米
51位 1HO11881

プリンストン
（スーパーサイアー ｘ ドルチエ）

　　は
　　　　　　  に
　　ブランドを変更します！

紹介する種雄牛、
　サービスは変わりません。
　　詳細は次ページにて
　　　ご確認ください。

　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は　　は

ジェネックス

全国農業協同組合連合会（JA全農）
畜産生産部　生産振興課　TEL 03-6271-8237
ET研究所　  東日本分場 TEL 0299-37-6115

採卵

検卵（注１） 凍結

新鮮ET卵（注2）
の移植

移
動

集中採卵場

ET研究所
職員による
作業

各牧場で移植
地元獣医師
ET師

注１ ：  採取したET卵は、検卵後、①移植
に適したもの（凍結もしくは新鮮ET
卵として同日移植）、②移植に適さ
ないもの、に選別

注２ ：  農家採卵で十分な個体のET卵が
採取できない可能性があるため、
凍結卵を準備



ET Center

JA全農畜産生産部　ＥＴ研究所 繁殖義塾研修制度

概要  

コース名 ：  人工授精師 （AI 師）コース 
受精卵移植師（ET師）コース

研修内容 ： 
場内施設／黒毛和牛約500頭、乳牛未経産牛約1,000頭
農家庭先ET／4,000頭以上　農家庭先採卵／1,000頭以上
① 実践研修／発情観察、人工授精・受精卵移植補助業務、牛の健
康観察、不妊牛治療の助手、採卵業務助手など／精液 ・ 受精
卵の顕微鏡下での観察、農家庭先でのETや採卵業務助手な
ど／繁殖管理台帳などの管理／試験牛を用いたAIやET実習
② 座学研修／上記に関連する基礎知識 ・ 最新技術の習得に関
する研修

③ 資格取得／希望により、人工授精師 ・ 受精卵移植師などの
資格取得が可能

受精卵移植の普及に伴う
AI師 ・ ET師のプロ養成コース
ＥＴ研究所 繁殖技術研修制度

設立の背景と概要

和牛繁殖農家では後継者不足などで生産者が減
少、素牛の生産頭数は年々減少しています。また、
素牛価格の高騰は肥育農家の経営を圧迫し、全国的
に深刻な生産基盤の縮小を招いています。
ET研究所では、この状況を改善するべく、2015
年より、農家の和牛雌牛から採取した受精卵を、別
の和牛、交雑種（F１）、乳牛に移植する採卵・移植プ
ロジェクトを佐賀県をはじめ国内でスタートさせ
ました。
繁殖の普及には、家畜人工授精師（AI師）と家畜受
精卵移植師（ET師）の活躍が欠かせません。今後、
両資格を有する技術者の育成が重要な課題となり
つつある事を受け、ET研では同年にAI師・ET師を
養成するための「繁殖義塾（繁殖技術研修制度）」を
スタートさせました。
研修生は繁殖に関する広範な基礎知識を習得しつ
つ試験牛を用いた繁殖実習、精液・受精卵の観察実
習などを行います。さらに、と場から提供される廃
用牛の子宮を用いた受精卵移植部位の観察や子宮
頚管にカテーテルを挿入する実習などを通じて技
術を身に着けていきます。実際に、ET研の職員に

同行して農家での移植
作業を補助する機会も
あります。
各コース終了後には、
農場において即戦力と
なるプロとしての人材
育成を目指しています。

2020年度 JA全農畜産生産部



卒業生の声

繁殖義塾研修生の声　─ 在校生

2016年ＥＴ師コース卒業
木村 俊貴さん（26） 熊本県出身／酪農学園大学酪農学部卒
現在の職場／全農ビジネスサポート筑波支店笠間事務所（茨城県）

●繁殖義塾で学んだきっかけと体験
　実家が酪農家で、大学卒業後継ぐ予定でしたが、父がまだ若く、
授精師の資格もなかったので、良い機会だと思い、応募したのがき
っかけです。2年間、さまざまな事に挑戦させてもらいました。特
に、十勝の農家の方々との出会いは一番の思い出で勉強になりま
した。
●現在の仕事内容
　現在は、乳牛チームで酪農を担当しています。ＥＴ研とは違い、

繁殖だけでなく酪農に関する全ての事をやらなければならないた
め、毎日が勉強の日々です。また、新たにロボット牛舎も導入され
最新の技術が学べる
職場です。繁殖義塾
で学んだ事は、全て現
場で役立てています。
ＡＩ、ＥＴ技術はもちろ
ん、それに至るまでの
同期化など、実際に習
得してきたからこそで
きる事がたくさんあり
ます。
● 関心のある方に繁
殖義塾を薦めたい？
　薦めたいです。ＡＩ・
ＥＴ師の資格を取る事
も大切なのですが、実
際にその技術を使って
即戦力として仕事をする事ができるからです。また、実習で使える
牛の頭数も大変多いです。
●今後の抱負
　ＥＴ研究所の方々は技術もあり、日々努力をしていますので、そ
れに負けないくらい自分も努力をしていければ良いと思います。

ET師コース2年
村里 慎太郎さん（28） 長崎県出身／九州産業大学経営学部卒

●繁殖義塾で学ぶきっかけ
　大学卒業後はサッカーの
コーチとして働いていまし
たが、叔父が搾乳・和牛繁
殖農場を経営している事か
ら、酪農・畜産への興味が湧
きました。その農場では、
人工授精や受精卵移植を
技術者に依頼しています。
これからの酪農・畜産には
繁殖技術が欠かせないと思
い、繁殖義塾で学ぶ事を決

めました。
●今後の夢
　私の地元の長崎県では、まだ農家採卵が行われていないので、
将来はその実践ができるET師として活躍できればと思います。

ET師コース2年
柿澤 祥太郎さん（19） 神奈川県出身／とわの森三愛高校卒

●繁殖義塾で学ぶきっかけ
　酪農学園大学の附属高
校で学んだ私は、繁殖技術
に関心を持つようになりま
した。出身高校で飼われて
いるのはホルスタインのみ
でしたが、ここでは和牛も
飼養されているので、より
幅広い学びができます。勉
強と業務に忙しい毎日です
が、職場の皆さんは優しく、
辛いと感じる事はありませ
ん。
●今後の夢
　将来はAI師・ET師としての経験を積んでから、神奈川でホルス
タイン農場を営む実家の後継者になれればと思っています。



系統畜産技術者の養成と
技術指導力を強化
畜産技術講習会

概要

2020年度畜産技術講習会体系

ＪＡ全農畜産生産部では、生産者の畜産経営のサ
ポートができるJAグループ職員の育成や農家後継
者の育成を目的とし、畜産技術講習会を開催してい
ます。
畜産生産部の研究員や、原料購買担当者・系統グル
ープの実務経験者、外部専門家を講師として、飼料原
料・配合飼料・家畜・畜産物に関する知識や最新情勢、
家畜の飼養管理技術等の畜産事業に携わる上で求め
られるさまざまな知識を網羅的・体系的に身につけ
られる、貴重な人材育成の場となっています。
４月～11月の期間を中心に、テーマごとに約15
講座を設けます。受講者のスキルや経験にあわせ、
新任担当者向けの基礎コースやベテラン担当者向け

受講者の業務経験目安
コース名 講習会名 1年目 2年目 3年目 4年目～

基礎コース

飼料事業基礎／初級コース
養牛基礎コース
養豚基礎コース
養鶏基礎コース

専門コース

肉牛専門コース
乳牛専門コース
養豚専門コース
養鶏専門コース

課題別コース

畜産経営講座①＜畜産簿記編＞
畜産経営講座②＜畜産税務編＞
畜産経営講座③＜畜産経営分析編＞
家畜衛生対策講座
畜産環境講座

ー JGAP指導員基礎研修＜家畜・畜産物＞
畜産農家後継者研修 畜産農家後継者

の専門コース、経営や衛生、環境対策などの課題に特
化した課題別コース等の講習体系を組み、毎年約
500名が受講しています。

Feed Sales & Development Sec.

JA全農畜産生産部　推進・商品開発課
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Feed Sales & Development Sec.

JA全農畜産生産部　推進・商品開発課

2020.2 Vol.126

ＮＥＷＳ酪農女性サミット2019 in帯広
REPORT全農酪農セミナー2019
TOPICS「GENEX」精液の活用
初乳の重要性について
第15回日本たまご研究会
連載 Dr.ジーアのmyカルテ 寒さ対策と換気（養豚）
FOCUS　飼料工場編
害獣対策最前線（イノシシ②）
生産者とともに（農協ヨーグルト、農協珈琲）
くらべて学ぶからだのしくみ「肝臓」
情報 JACCネット和牛枝肉共励会／子牛市場
マーケット情勢

06
08
10
11
12
13
18
20
22
24
26
28

02

14

（宮城県）共創するチカラ
豊富な粗飼料を自家栽培し優良な素牛を安定生産

国産ナチュラルチーズ、
ホエイ飲料、飼料まで生乳を無駄にしない牧場

一生懸命（宮崎県／長友畜産）

隔
月
刊
／
約
２
万
部
発
行

畜産生産者へ、役に立つ最新情報の発信
JACCネット・ちくさんクラブ21

『JACCネット』

『ちくさんクラブ21』

 ＪＡ全農が提供する畜産情報サイト

● 畜産物情報 ： 食肉情報／鶏卵情報／副生物、加工
品情報／食鳥情報
● 畜産統計トピックス ： 取引価格推移／取引動向
● 素畜情報 ： 素牛情報（肉用和牛、肉用乳牛）
● 飼料情勢 ： 配合飼料情勢／原料情勢／海外粗飼料
情勢
● 自給飼料情報 ： 商品情報
●資材情報　等

Webサイト　http://jaccnet.zennoh.or.jp

ＪＡ全農が発行する 生産者向け畜産情報誌

掲載情報
● 生産者紹介
● 優良事例紹介
● 技術紹介
● 共励会・イベント取材記事
● 共励会・子牛市場・マーケット情報
● 環境対策情報
● 衛生対策情報
● 読者の声　等

2020年度 JA全農畜産生産部



Central Institute for Feed & Livestock

● 採卵鶏飼料における油脂の安全性評価試験 
● 飼料に含まれる各種栄養素（タンパク質・脂肪等）の分析
● まず農場に入り豚や生産システムについて学ぶ事 
● ファームでの現場作業（餌やり・掃除・治療等） 

配属後、初めて担当した業務内容は？

● 飼料原料及び添加物を全農自ら取り扱っているので、さまざまな配合の
飼料を設計し、試験に用いる事ができる。また現場の声を聞き、組合員の
方 に々反映する事ができる点 
● 家畜頭数が多く、大規模な試験課題を計画・実行できるところ
● 畜産現場の声を直接聞ける事、研究がすぐに現場に還元できる事など、
研究が現場に近い点 
● 適切に飼養管理された試験動物（ウシ）を大規模に飼育している点

JA全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、東北
大学、茨城大学、筑波大学、東京農
工大学、明治大学、北里大学、麻布
大学、京都大学　等

近年の採用実績校近年の採用実績校（技術職採用）

飼料畜産中央研究所

05:30 起床

23:00 就寝

21:00 帰宅

09:00 始業

12:00 昼食

17:30 終業 ・ 日課の
ランニング10㎞
・朝食

・ 読書、勉強（養鶏
関係雑誌・論文）
・TV観賞、入浴など

・ 同期と飲み会

・予定のチェック
・事務作業
・体測（週に1回程度）
・ワクチン接種

・ 日報の記入
・ 鶏卵、鶏肉相場の
チェック
・ 卵質検査

入会2年目
養鶏研究室
の場合

2001年 入会 飼料畜産中央研究所研究開発部、養牛チ
ームに配属

2006年 6年目 畜産生産部推進・商品開発課へ異動

2010年 10年目 米国ウィリアム・マイナー農業研究所へ2
年間の研究員として派遣

2012年 12年目 JA東日本くみあい飼料本社営業部（養牛
担当）へ異動

2016年 16年目 飼料畜産中央研究所へ異動。笠間乳肉牛
研究室へ室長代理として着任、現在に至る

ジョブローテーション
入会18年目 藤田 和政（笠間乳肉牛研究室室長代理）の場合

研究員の
ある一日

2020年度 JA全農畜産生産部
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岩藤伸治 （品質管理研究室／2016年入会）　　　　　　　
① 応用生物科学専攻。稲の酵素に関する
研究をしていました。
②全国の生産者と関係のある組織である
事から、研究成果が全国に伝わり、日本
の農業により貢献できると考えたため。
③飼料・畜産物に関する新たな分析手法
の開発。
④学会やシンポジウムに積極的に参加し、
最新の知見を入手するように心がけています。
⑤飼料・畜産物に関する技術的な問い合わせに対して、適切に回答
する事ができた時。
⑥研究に関する提案が上司に採用された時。
⑦納得のいくまで、粘り強く意見交換をしてくれる人。
⑧着実に研究成果を挙げられるよう、頑張ってまいります。
⑨うまくいかない時もあるかと思いますが、たまには息抜きをして、リフ
レッシュする事も大事だと思います。

菅沼彰太 （養豚研究室／2017年入会）　　
①応用生物科学部獣医微生物学研究室
②学生時代は研究室内での実験が主だっ
たので、畜産業というものがどのように
行われているか知りませんでした。畜産
業についてもっと学び、獣医師として日本
の食や農業に対して貢献したいと思い、
全農を選びました。
③先輩職員の研究の手伝いをしながら、豚
の健康管理や豚の飼料、医薬品の管理
などを行っています。
④普段から常に研究のきっかけを見つけようと心がけています。飼
料や飼養管理についてはまだまだ勉強する事ばかり。いつか現場
の役に立つ研究をしたいです。
⑤豚を思うように動かす事ができた時です。
⑥体調の悪い豚を早い段階で発見・治療し、短期間で元気にしてあ
げられた時。
⑦物怖じする事なく、自分の意見を述べたり疑問をぶつけたりできる
人と働きたいです。
⑧豚の病気、繁殖、飼料について生産者の方をサポートできる獣医師
になります。
⑨日本の食べ物の美味しさを、ただ自分の子どもに知ってほしいと思
います。同じように日本の農業を盛り上げていきたいという気持ち
を持たれている方は、ぜひその気持ちを大切になさってください。

飯田ひかる（養鶏研究室／2017年入会）　　
①農学研究科生物産業創成科学専攻
②まず「日本の農業を支えたい」という思い
からです。自分が後継者となっても、一
農家しか救えないが、より農業を続けや
すい・始めやすい環境を作る事で国全
体を救う事ができます。また、「より大き
なスケールで研究を行いたい」事も理由
です。より目に見える形の現場直結型の
応用研究がしたいと思い、入会しました。
③採卵鶏の原料の評価。ブロイラーでは生産成績を維持しながら、よ
り美味しそうな色となるような飼料の試験、飼料給与に条件による
発育の変化等の試験を行っています。
④飼養試験の設計を組む際は、事前に綿密に計画し、作業を単純化
してミスが発生しないように、発生してもリカバリーできるように考え
ています。
⑤技術対応を即日行う事を意識する中で、過去の試験実績、学術論
文等といった情報の取捨選択が素早くできるようになりました。ま
た、入会当初は飼料袋（20㎏）を持ち上げるのがやっとでしたが、今
では軽 担々ぐ事ができます（笑）。
⑥ブロイラーの肉色を高める試験で、計画を立て、飼料を設計・製造
し、実際に鶏に与え、その結果、より安価で美味しそうな色を出せる
飼料の設計ができた時。
⑦オンオフのしっかりした人。
⑧後輩の皆さんが入会するまでには一人前の研究員になれるよう、知
力・体力ともに高めていきたいです。
⑨自分の行った試験がより良い飼料、そして卵や鶏肉につながるやり
がいのある仕事です。学生時代に鶏を扱っていなくても、しっかりと
した研修プログラムがあるため、少しでも興味があれば挑戦してほ
しいです。

鈴木  京 （笠間乳肉牛研究室／2017年入会）　　　　　　　　　　
①応用生命科学専攻。ウシ腸管上皮細胞
におけるプリオン蛋白の取り込み機構に
関する研究。
②研究を進める中で飼料に対する興味が
強まったため。
③ゲノム育種価で高評価された和牛の肥
育試験。周産期疾病を防ぐための乾乳
期における飼養管理の試験。
④疑問に思った事は調べてみる・聞いてみる・試してみる。
⑤ウシの行動や様子を観察し、健康状態や生育度合などを把握でき
た時。
⑥得られた試験データを基に考察し、次の方向性を考えている時。
⑦素直で個性のある方。
⑧現在担当している試験の報告書をうまくまとめる。
⑨たくさんの情報に惑わされず、自分が納得いくまでやってみたら良い
と思います。

研究員に聞く
  質問項目
①大学（院）の専攻／②就職先として「JA全農」を選んだ理由
／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕
事を通じて「成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「働き
がい」を感じますか？／⑦一緒に働くならどんな人？／⑧今後
の抱負／⑨就活生への一言アドバイス



Institute of Animal Health

● 鶏用ワクチンの基礎研究及び商品開発
● 豚のウイルス疾病の病態解明や対策資材の評価の補助

配属後、初めて担当した業務内容は？

● 畜産農場にとって重要な予防衛生に、多面的に取り組めるところが強みだ
と感じます。
● 研究部門、検査部門、衛生指導部門が1つの研究所の中にある事で、現
場のニーズに基づいた研究や、膨大な検査材料・データを用いた研究が
行えます。
● 衛生指導部門においては、最新の技術・知識を活用した農場指導が可能
となります。

JA全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、酪農
学園大学、岩手大学、東京農工大
学、北里大学、日本獣医生命科学大
学、岐阜大学、大阪府立大学　等

近年の採用実績校近年の採用実績校（技術職採用）（技術職採用）

家畜衛生研究所

06:00 起床

23:00 就寝

09:00 始業

12:00 昼食

17:30 終業

帰宅後
・夕食
・入浴
  など

・検査報告書作成
・農場巡回
・採材準備

・ 農場巡回
・ 採材
・ 巡回のまとめ
・資料作成

入会2年目
家畜衛生研究所
クリニック東日本
分室の場合

2005年 入会 家畜衛生研究所、研究開発室に配属

2008年 4年目 家畜衛生研究所クリニックセンターへ異動

2009年 5年目家畜衛生研究所クリニック大阪分室へ
異動

2011年 7年目 家畜衛生研究所クリニックセンターへ異動
（2回の産休・育休を取得）

2018年 14年目 家畜衛生研究所クリニック東日本分室へ
異動

2019年 15年目 家畜衛生研究所クリニック東日本分室室
長に就任、現在に至る

ジョブローテーション
入会15年目 黒田 まほ（クリニック東日本分室室長）の場合

研究員の
ある一日

2020年度 JA全農畜産生産部

JA全農畜産生産部　家畜衛生研究所



蔵楽 建太 （クリニックセンター／2018年入会）　　　　　　　
① 食中毒細菌を扱う研究室でVibrio 
choleraeの産生する毒素の性状解析を
行っていました。
②研究員としてだけでなく獣医師として働く
事の出来る環境が整っていたから。
③クリニック検査。
④ ＪＡ全農の機関として獣医師が検査に携
わる事は、結果の信頼性を担保するため
であると念頭に置き、適切な検査結果を報告できるよう注意する事
です。
⑤ 過去に行った検査結果と今回の結果の比較を行い、農場の衛生状
態を把握できるようになった時。
⑥ 課題を１つ完了させ、実際の検査フローに組み込まれるような結果
が残せた時。
⑦ 熱意を持って業務に臨める人。
 ⑧ 家畜衛生研究所が農家さんにとってより良いものとなるよう日々 の
業務に取り組みたいと思います。
⑨ あなたの熱意や思いは、きっと面接官に伝わります。

平谷 寛樹（クリニック北日本分室／2017年入会）　
① 獣医公衆衛生学の研究。
② 実家が畜産業を営んでおり、将来は農
家の生産性向上に寄与できる職場に就
職したいと考えていた。獣医学専攻で
あった事から当研究所を志望。
③ 家畜衛生の指導業務。
④ 「非現実的」な提案を行わない事。農場
では畜舎の設備・人員・資材・経営環境
も異なるため、型にはまった対応はできない事がほとんどである。
個 の々環境に合わせ、さまざまな手法を組み合わせた改善法をオ
ーダーメイドで作り上げていくのが良いと考えている。そのために
関係各所の協力、理解を十分に得ながら物事を進めるという事も
心がけている。
⑤ 自分の考えを提案し、実践できた時。自分にとって大きな経験と自
信となり、その経験を積む事ができた、という事が成長であると考え
ている。
⑥ 農場の方に感謝された時。「家畜が元気になった」、「いつも下痢を
していたが、収まった」など自分が農場の方の役に立ったと実感でき
た時に感じる。
⑦ 移動が多く、真夏・真冬に屋外での作業があるので、体調管理がし
っかりできる方。

⑧ 農場の方と関係各所の力を借りながら、少しでも生産性向上の一
助となれるよう力を尽くしていきたい。
⑨ あまり自分を飾り過ぎないようにしましょう。つけ焼刃は筆記試験
でしか通じません。

小川 哲郎（クリニック東日本分室／2018年入会）　　
① 毒性学教室に所属。南アフリカ共和国
の殺虫剤DDT使用による、ヒトや生態系
への影響の評価を行っておりました。
② 獣医師として、動物の健康に携われるだ
けでなく、畜産物を通して、動物とヒトの
両方の健康に貢献できるからです。
③ 農場に訪問し、聞き取りや衛生検査結果
から、家畜生産性向上のための衛生指
導をしております。
④ 農家さんのニーズに合わせた、分かりやすく的確な指導をする事。
⑤ 農場で困った事があると、一番に相談してもらえた時です。
⑥ コツコツと積み重ねた対策が上手くいき、農家さんから感謝された
時です。
⑦ 畜産分野は、学校ではあまり習わない分野なので、未知の事に興
味を持てる人。
⑧ 家畜の病気を全般的に診断できるだけでなく、より専門的な知識を
学び、自分にしかない強みを身につけたいです。
⑨ 獣医師は世間の色 な々分野で活躍しています。ぜひ一度、畜産や
食の安全を支える獣医師の仕事も見てもらえると幸いです。

中土 亜由美 （研究開発室／2017年入会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
① 鶏肉から分離されたサルモネラの持つ薬剤耐性についての研究。
② 研究者として働いて何かモノを作りたいという思いがあり、かつ獣
医師としての知識を活かせる職場だと考えたからです。
③ ワクチンの開発業務。
④ 研究に対して常に客観的な視点を持って取り組みたい。
⑤ 業務時間は決まっているので、限られた
時間でどうすれば効率よく業務が行える
か考えて取り組むようになりました。
⑥ 取り組んでいる課題で、期待していた結
果が得られた時。
⑦ 研究業務はうまくいかない事の連続なの
で、失敗しても諦めない人。
⑧ 日々知識や経験の不足を実感していま
す。ですので、そういうふうに感じる機会が少しずつでも減るように
日々 の仕事と向き合っていきたいと思います。
⑨ 就活中の皆さんの前には、たくさんの選択肢が広がっています。む
しろその数の多さゆえに迷ってしまう事もあるかもしれません。どう
か自分が本当にやりたい事は何なのかを見失わないでください。
いつか正しかったと思えるような選択ができるよう就活に取り組ん
でください。

研究員に聞く
  質問項目
①大学（院）の専攻／②就職先として「JA全農」を選んだ理由
／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕
事を通じて「成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「働き
がい」を感じますか？／⑦一緒に働くならどんな人？／⑧今後
の抱負／⑨就活生への一言アドバイス



ET Center

● チルド受精卵出荷補助、検卵。 
● 採卵補助、牛の発情・健康チェック、過剰排卵のための薬剤投与。
● 牛の発情観察です。ET研究所の根幹業務である採卵は、発情観察から
スタートするため、この業務は重要です。基礎から丁寧に教えてくださり、
大変勉強になりました。 

配属後、初めて担当した業務内容は？

● 生産現場との距離が近く、現場に生きる研究ができます。 
● 全農は全国の単農協とのつながりが強く、生産現場から大量の情報を得
る事ができるため扱えるデータが豊富であると思います。 
● グループとして川上から川下まで様 な々部門があるため、研究したい事が
あれば、サンプル調査等、すぐに行動をとりやすいという強みがあると思
います。 

JA全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、酪農
学園大学、東京農工大学、北里大
学、麻布大学、鹿児島大学　等

近年の採用実績校近年の採用実績校（技術職採用）

ET研究所
05:00 起床

22:00 就寝

08:30 始業

12:00 昼食

17:00 終業

帰宅後
・夕食
・入浴
  など

・牛房の見回り
・採卵
・人工授精、注射
・ エコーによる
牛の卵巣検査

・ 各種技術練習
・注射
・人工授精
・牛房の見回り

入会1年目
研究員の場合

2010年 入会 ET研究所配属（場内外採卵・移植担当）

2011年 2年目 ET研究所　研究開発室へ所属

2015年 6年目 ET研究所 東日本分場へ異動(関東地区
担当）

2017年 8年目 福岡畜産生産事業所推進課（ET研究所九
州分場）へ異動（九州地区担当）、現在に至
る

ジョブローテーション
入会9年目 白澤 篤（ET研究所九州分場 職員）の場合

研究員の
ある一日

2020年度 JA全農畜産生産部

JA全農畜産生産部　ET研究所



井口佳那 （研究開発室／2017年入会）
① 獣医公衆衛生学研究室に所属し、Vibrio 
vulnifi cusという細菌の病原機構解明を
テーマに研究をしていました。
② 大学の実習で農家さんと関わる機会が
あり、その際、農家さんのために働く事が
できたらと思いました。その思いから、
農家さんの事を第一に、というブレない
目標がある全農に魅力を感じ、就職先と
して選びました。
③  牛精液の凍結、体外受精卵作成、体内採卵における検卵
④ 日々 の実験や業務の中で、そのまま鵜呑みにして行うのではなく、疑
問を持つようにすると良い研究ができると上司からアドバイスをい
ただいたため、そうするように努力しています。
⑤ ささやかですが、ルーティーンで行っている作業が、以前よりも早く
終える事ができた時です。
⑥ 職場の先輩方が研究分野・生産現場で活躍している姿を見た時、
携わっている仕事内容に誇りを感じ、数ある中でも最も働きがいを
感じられる時かもしれません。自分も将来は先輩方のように立派に
働けるよう、日々 勉強していかなくてはと奮起できる点でもあります。
⑦ 今年からET研に来てくださった職員の皆さんが、話上手で面白い
方ばかりなので、今後も引き続きそういう方が来てくださったら楽し
いなと思います。
⑧ 現場に活かせる研究ができるよう、一歩ずつ前進していきたいで
す。
⑨ さまざまな職種があり、迷う点も多いと思いますが、色 な々仕事を知
れる素晴らしい機会だと思うので、迷うのも含め、ぜひ楽しんでくだ
さい。

造田 篤 （研究開発室／2017年入会）
① 家畜（黒毛和種）の繁殖性の遺伝的能力
評価に関する研究。
② 研究所を訪問し、自分の学んできた事が
活かせると思ったから。
③ 黒毛和種の枝肉形質に関する遺伝的能
力評価。
④ 何事もまじめに取り組む。
⑤ シンポジウムなどで講師として発表した
時。
⑥ 遺伝的能力の高い牛を見つけた時。
⑦一緒に仕事を楽しめる人。
⑧ ET研牛群を日本一にする！
⑨ ET研究所にぜひ一度来てみてください。きっと魅力的に感じると
思います。

山根大明 （ET研究所／２０１８年入会）
① 獣医臨床繁殖学研究室に所属し、家畜
動物に対するストレスが生殖機能に及
ぼす影響について研究していました。
② 全農のET研究所は家畜の胚移植にお
いて業界をリードする技術力を要するか
らです。
③ 採卵補助、牛の発情・健康チェック、過剰
排卵のための薬剤投与。また、エコー検
査、人工授精、採卵。
④ 牛に負担をかけないように処置は素早く正確に行う。
⑤ 共に仕事をする職員との連携が上手くとれた時。
⑥ 私自身が人工授精した牛から受精卵が回収できた時。
⑦ 指導が上手い人。
⑧ ET研究所は研究所としての牛の飼養頭数が全国トップクラスであ
るため膨大なデータを得る事ができる。現場が抱える問題点をそ
のデータを分析し解決できるように努めたい。

⑨ 将来の方向性について、自分の頭の中でばかり考えるより、普段か
ら周囲の人とそれぞれの将来像について雑談程度で話している事
が就職先選びや面接において役立ってくると思います。

研究員に聞く
  質問項目
①大学（院）の専攻／②就職先として「JA全農」を選んだ理由
／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕
事を通じて「成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「働き
がい」を感じますか？／⑦一緒に働くならどんな人？／⑧今後
の抱負／⑨就活生への一言アドバイス




